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高精度年代決定による日本の完新世テフロクロノロジーの再検討

High-precision age estimation of Holocene tephrochronology in Japan
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高精度放射性炭素同位体年代と相対年輪年代の組み合わせによってカワゴ平テフラと白頭山－苫小牧火山灰の
高精度年代決定を行い，カワゴ平テフラについて3126～3145 Cal. Yr. BP. ［1177～1196 BC］，白頭山－苫小牧火山
灰について820～895 AD の年代推定値を得た．

日本の完新世テフラの年代層序はほぼ確立している．しかし，個々のテフラの年代の精度や信頼性は必ずしも
高くないのではないだろうか．たとえば，伊豆半島中部で約3 0 0 0年前に噴出し，東海・近畿地方を広く覆うカワ
ゴ平テフラについて，過去3 5年間に行われた放射性炭素同位体年代測定の結果は，約2 8 0 0年から3 4 0 0年までの間
で大きくばらついており，噴出年代を特定するにいたっていない．また，歴史時代のテフラに関しても中世以前
のテフラでは，史料に簡略な記述しかなく，その記述と噴火・テフラの堆積を厳密に対応させることが困難な場
合もある．したがって，客観的で信頼度の高い編年を行うためには，高精度の年代決定が不可欠となる．筆者ら
は高精度放射性炭素同位体年代と相対年輪年代の組み合わせによってその実現を目指している．ここでは，上述
のカワゴ平テフラと白頭山－苫小牧火山灰の高精度年代決定について報告する．カワゴ平火砕流堆積物の年代測
定史料は，直立した状態で火砕流堆積物に埋没した炭化していないヒノキの樹幹（直径1 . 2ｍ）を厚さ約1 5 c mの円
板状に切り取ったものを使用した．この試料は約4 2 0枚の年輪をもつ．樹皮を認めることはできないが，堆積物に
よる顕著な削り取りも認められないため，最外輪はほぼ樹皮直下と推定する．この試料から年輪1 0～2 0枚を含む
試料５点各2 0ｇを8 0～1 0 0年の間隔で取出し，グローニンゲン大学アイソトープ研究センターのガスカウンター式
測定装置で高精度年代測定を実施した．各試料の年代測定値の標準偏差偏差は1 2～1 7年である．この高精度年代
をもとに，暦年補正プログラム Oxcal に付属する Wiggle-Matching プログラムで求めた最外輪の年代（２σ）は，
3 1 2 6～3145 Cal. Yr. BP. ［1 1 7 7～1196 BC］である．この年代の信頼性を確認するために，さらにセルロース抽出
による高精度年代測定を実施する予定である．白頭山－苫小牧テフラについては，白頭山北麓で採取された約5 0
枚の年輪をもつ炭化木片（樹皮なし）について2 4年間隔で３点のA M S年代測定を行い，さらにその直下の十和田-
aテフラに伴うサージ堆積物中の小枝（年輪約2 0枚）のガスカウンター高精度年代測定１点を行った．これらの年
代を，白頭山噴火は十和田- aの８年前，という情報と組み合わせてW i g g l e - M a t c h i n gを試みると，白頭山試料の最
外輪の年代（２σ）は8 2 0～895 AD と求められる．試料の年輪数の不足と，樹皮との関係が不明なことから現状
ではこれ以上精度を高めることはできない．


